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「ＪＰ法のＳＴＣ（ストキャスティクス）」

ＪＰ法ソフトで使えるＳＴＣ（ストキャスティクス）は２種類あります。

※以前は、ＳＴＣの呼び名はそのままアルファベット読みで、エス・ティー・シーと言
っていました。

２０００年ころからでしょうか。ネット証券が出始め、そのソフト（今で言うところの
アプリ）からＳＴＣが表示出来るようになりその頃から、呼び名がストキャスティクス
となったように思います。

ＭＡＣＤもそうです。１９９０年代前半までは、こちらもアルファベット読みで
エム・エー・シー・ディーでした。
当時はＪＰ法ソフトにしかＭＡＣＤは入っていませんでした。他の株ソフトでは採用さ
れていませんでした。
今は、マックディーと呼ばれています。
こちらもネット証券で採用されだしてから呼び名が変化していったと思われます。

こうした事は他にもあり、例えばボリンジャーバンドやＤＭＩもそうです。その当時、
ＪＰ法のソフトは米国からやってきた最先端のテクニカル指標を表示出来ていました。

話を元に戻します。

指標１２番に登録されている計算式が終値のみを採用したＳＴＣが１つ目の表示です。

分析チャート 「指標」から

１２番に終値採用のＳＴＣが登録されいます。



- 2 -

そして指標１２３～１２６に登録されている計算式が高値、安値、終値を採用したもの。

今では一般的にこちらが使われています。

以前、１９９０年代頃までは指標１２番の終値採用のＳＴＣが使われていました。

ＪＰ法は古くからある株ソフトなので、終値採用のＳＴＣが検索に採用されています。

ＳＴＣは、株価位置を移動平均し、さらに移動平均した指標の計３本を使う指標です。

株価位置の段階の事を％Ｋといっています。

そしてこの％Ｋを移動平均したものを％Ｄ

％Ｄを移動平均したものをＳ％Ｄ（スロー％Ｄ）といいます。

指標１２番のＳＴＣは、％ＤとＳ％Ｄが表示出来ます。

こちらは％Ｋがありません。以前は％Ｋを使う事はありませんでした。

裏に隠れているといったところです。

％Ｄは％Ｋの３日移動平均です。これは固定です。
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指標１２番の周期入力画面

分かりにくいですが、ここでいう％Ｄの周期入力は、指標１２３以降の％Ｋの周期の事
です。

指標１２３番以降の周期を対応させるとこうなります。

％Ｄの周期は「３」で固定。
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指標１２番の表示

指標１２６番の表示 ％Ｋが同時に表示されます。

％Ｄ

Ｓ％Ｄ

％Ｋ
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一般的な分析方法は、％ＤとＳ％Ｄを比較します。

％Ｄが２０以下で、Ｓ％Ｄをゴールデンクロスした（下から上抜いた）時が買い

％Ｄが８０以上で、Ｓ％Ｄをデッドクロスした（上から下抜いた）時が売り

％Ｋは使わない事が多いです。

％Ｄは％Ｋを移動平均したものですから、遅効性があります。その分、線はなめらかで
す。

Ｓ％Ｄは％Ｄをさらに移動平均したものですから、ますます遅効性があります。
移動平均の移動平均化ですから。

％Ｋだけをみれば、株価位置なので、今日が一番安かったら「０」。
一番高かったら「１００」です。

これが基準になりますので、ＳＴＣの値は、「０」から「１００」の間をとります。

※以前は％Ｄの事を指標名であるＳＴＣといっていました。

％Ｄは移動平均している分、株価の一番安いところが「０」になるわけではありません。
多少ずれます。

簡単にいうと、株価と２５日移動平均線、そして７５日移動平均線のようなイメージで
す。

ＪＰ法ソフトでは、ＳＴＣのゴールデンクロス（％ＤとＳ％Ｄの）とデッドクロス（％
ＤとＳ％Ｄの）を絞り込み検索でスクリーニングする事が出来ます。
ただし、終値採用のＳＴＣです。※指標１２番のＳＴＣ

一番早く反応するのが％Ｋ
次に％Ｄ
最後にＳ％Ｄ
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絞り込み検索 ３０番 ストキャスティクス（ＧＣ・ＤＣ）

一番的な買い条件 ２０以下でゴールデンクロス

一番的な売り条件 ８０以上でデッドクロス
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ＪＰ２０００ソフトであれば、％Ｋと％Ｄの位置関係をスクリーニングする事が出来ま
す。

ＪＰ２０００ソフトの絞り込み検索３０番

こちらは、指標１２番ではなく、指標１２３番以降のＳＴＣの検索です。

ＪＰ法ソフトのＳＴＣの検索は、指標１２番 終値採用のＳＴＣを検索する。

ＪＰ２０００ソフトのＳＴＣの検索は、指標１２３番 今、一般的に使われている
ＳＴＣを検索する。

何が大きく違うのかというと、ＳＴＣの元となる株価位置（％Ｋの事）計算式です。

株価位置を計算する時に、終値のみを使って算出するか、
ザラ場（高値と安値）を使って算出するかの違いです。

指標として、多少振幅があるのは、ザラ場採用のＳＴＣでしょう。

この考えは、新値足にも当てはまります。終値だけで計算するか、ザラ場（高値・安値）
を含めるか。といった具合です。
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ＳＴＣの検索ですが、ＪＰ法ソフトではもう１つあります。

それはＷＯＲＫ分析で出来ます。

しかし、こちらの検索は、％ＤとＳ％Ｄのゴールデンクロスなどをスクリーニングする
事は出来ません。

％Ｄ（株価位置の移動平均）のみの検索となります。
指標１２番の終値採用の％Ｄです。

ＷＯＲＫ分析では、ゴールデンクロスなどをスクリーニング出来ますが、ここで出来る
事は、異なる周期の％Ｄのゴールデンクロスの事です。

具体的にいうと、「周期５の％Ｄと周期１５の％Ｄのゴールデンクロスが出来る」とな
ります。

こちらは、一般的には広まっていない手法です。

個人的には皆が使っているゴールデンクロス（％ＤとＳ％Ｄ）より、何か発見があるの
ではないかと思っています。

例えば、周期５と周期１５のゴールデンクロス設定例

５ １５ ２０ １ １

周期の短に「５」、中に「１５」
以下の短に「２０」・・・周期５は２０以下としました。
ＧＣ以上の短中に「１」
ＧＣ以下の短中に「１」
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指標－ＳＴＣの表示 ※ＷＯＲＫシートの指標を表示する機能

今回ＳＴＣ（ストキャスティクス）の解説で周期をわざと「１５」にして紹介しました。
そしてＳ％Ｄの移動平均は一般的にいわれている「３」ではなく「５」としています。

皆が使っている周期ではなく、オリジナルをもたせています。

皆が使っていれば、ある意味調べ尽くされているかもしれません。

それであれば、違う周期を採用したほうが活路があると考えます。

例えば、移動平均線日足の周期ですが、一般的には２５日はよく使われている事でしょ
う。

これは、ずーっと昔は土曜日も相場があったため、一ヶ月２５日と計算した名残がある
からです。

わたしは、２５ではなく２０のほうがいいと思っています。

例えば、騰落レシオの周期は一般的には２５日ですが、わたしは２０日を使っています。

他の人より、はやく行動したい。という事であれば、一般的に周期より１つ短くしてみ
るのも手です。

５日と２５日の移動平均線のゴールデンクロスであれば、４日と２４日を採用するとい
った具合です。

２０日の高値安値線を上抜いたという事であれば、１９日の周期を採用してみてはいか
がでしょうか。

ボリンジャーバンドの周期であれば、２０日ではなく１９日を採用してみる。

などなど、色々と試行錯誤が出来ると思います。

是非、色々周期を変更して、新しい発見があるかどうか試してみてください。


